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倉賀野マップ わ～きんぐぐる～ぷ

　
五
世
紀
頃
、こ
の
地
域
に
は
浅
間
山
古
墳
な
ど
の
大
古
墳
が
築
造
さ
れ
た
。や
が
て
、

平
安
時
代
に
な
る
と
宮
原
荘
と
呼
ば
れ
る
荘
園
が
置
か
れ
た
。鎌
倉
時
代
、こ
の
地
に
落

ち
着
い
た
武
蔵
児
玉
党
の
子
孫
が
倉
賀
野
氏
を
名
の
り
、南
北
朝
の
頃
に
戦
略
的
に

重
要
な
拠
点
と
し
て
倉
賀
野
城
を
築
城
し
た
。戦
国
時
代
に
は
上
杉
、武
田
、北
条
氏
の

勢
力
争
い
に
巻
き
込
ま
れ
、倉
賀
野
城
は
天
正
十
八
年（
1
5
9
0
）に
陥
落
し
廃
城
と

な
っ
た
。

　
江
戸
時
代
に
入
り
中
山
道
が
整
備
さ
れ
る
と
、倉
賀
野
宿
に
は
本
陣
、脇
本
陣
が
置
か

れ
、日
光
例
幣
使
道
へ
の
分
岐
点
も
設
け
ら
れ
た
。ま
た
、烏
川
に
は
倉
賀
野
河
岸
が
整

備
さ
れ
、江
戸
と
諸
国
と
を
結
ぶ
物
資
輸
送
の
中
継
地
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、宿
場
は
参

勤
交
代
や
旅
人
、船
頭
、人
足
、町
人
な
ど
で
大
変
賑
わ
っ
た
。享
和
三
年（
1
8
0
3
）の

記
録
に
よ
る
と
、家
数
四
百
五
十
三
軒
、旅
籠
六
十
四
軒
、人
口
二
千
百
五
十
六
人
に
も

お
よ
び
、当
時
の
繁
栄
ぶ
り
が
偲
ば
れ
る
。
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宿
場
と
河
岸

寺
・
神
社
・
ま
ち
の
史
跡

歴
史
を
偲
ぶ
建
物

街
道

浅間山古墳

道端がノコギリ状になっている牛街道

脇本陣跡高札場五貫堀大正13年当時の太鼓橋

大山家「大黒屋」大山家吉野家「叶屋」清塚家平井家安楽寺「七仏薬師さま」養報寺「石仏五体」

村上鬼城の句碑倉賀野神社閻魔堂閻魔さま御嶽山倉賀野城趾から見た烏川 獅子頭 井戸八幡宮の井戸

常夜灯・道しるべ高瀬舟

　
中
山
道
（
六
十
九
次
）

　
五
街
道
の
ひ
と
つ
。江
戸
と
京
都
を
結
ぶ
。

倉
賀
野
宿
は
江
戸
日
本
橋
か
ら
十
二
番
目
で
、

上
野
の
七
宿（
新
町
、倉
賀
野
、高
崎
、板
鼻
、

安
中
、松
井
田
、坂
本
）の
ひ
と
つ
。

　
日
光
例
幣
使
道

　
中
山
道
を
倉
賀
野
宿
で
分
か
れ
日
光
に
至
る
街
道
。

日
光
東
照
宮
の
毎
年
の
例
祭
に
合
わ
せ
て
、京
の
朝

廷
か
ら
金
の
御
幣
を
託
さ
れ
た
例
幣
使
の
日
光
へ

の
参
拝
道
。

 
道
し
る
べ
（
市
指
定
史
跡
）

　
中
山
道
と
日
光
例
幣
使
道
の
分
岐
点
に
あ
り
、

「
従
是
右
江
戸
道
、左
日
光
道
」と
刻
ま
れ
る
。

　
常
夜
灯
（
市
指
定
史
跡
）

　
道
し
る
べ
の
背
後
に
立
ち
、西
面「
日
光
道
」、南

面
に「
中
山
道
」、北
面
に「
常
夜
燈
」、東
面
に「
文
化

十
一
年
甲
戌
正
月
十
四
日
　
高
橋
佳
年
女
書
」と
あ

る
。寄
進
者
名
の
中
に
江
戸
相
撲
、「
雷
電
為
右
エ
門
」

の
名
も
刻
ま
れ
る
。

 
本
陣
、脇
本
陣

　
倉
賀
野
に
は
、本
陣
が
ひ
と
つ（
現
在
ス
ー
パ
ー

丸
幸
の
場
所
）と
脇
本
陣
が
二
つ
設
け
ら
れ
て
い
た
。

本
陣
は
大
名
や
公
家
用
で
、脇
本
陣
に
は
そ
の
家
来

や
一
般
の
人
が
宿
泊
し
た
。

　
脇
本
陣
跡
　
須
賀
家
（
非
公
開
）

　（
た
か
さ
き
都
市
景
観
賞
）

　
河
岸
問
屋
で
脇
本
陣
。現
在
の
建
物
は
明
治
に
遡
り
、

連
子
格
子
の
主
屋
と
付
属
屋（
番
人
小
屋
）、白
壁
の
塀

が
目
を
引
き
、裏
手
の
薬
医
門
や
桁
行
十
間
の
土
蔵
、

味
噌
蔵
な
ど
は
江
戸
期
と
伝
え
ら
れ
る
。

　
御
伝
馬
人
馬
継
立
場

　
伝
馬
制
は
、宿
か
ら
次
の
宿
へ
、大
名
や
公
用
の

荷
物
を
運
ぶ
た
め
の
人
足
と
馬
を
常
備
す
る
こ
と
が

幕
府
よ
り
義
務
づ
け
ら
れ
、天
保
十
四
年（
1
8
4
3
）

に
は
継
立
場
が
三
箇
所
あ
っ
た
記
録
が
あ
る
。現
在
、

街
道
の
南
に
碑
が
あ
る
が
、本
来
は
北
側
に
あ
っ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

 
高
札
場

　
江
戸
時
代
、往
来
の
多
い
と
こ
ろ
に
、法
令
、禁
令

な
ど
を
掲
示
し
た
場
所
。

 
木
戸

　
倉
賀
野
宿
に
は
、中
山
道
の
京
方
向
に
上
の
木
戸
、

江
戸
方
向
に
下
の
木
戸
が
置
か
れ
た
。

　
五
貫
堀

　
長
野
堰
幹
線
用
水
路
を
倉
賀
野
堰
で
分
水
し
た

倉
賀
野
地
区
の
水
田
を
潤
す
用
水
路
。蓋
を
敷
設
し

暗
渠
化
さ
れ
る
以
前
、水
車
が
設
け
ら
れ
、魚
獲
り

も
で
き
た
。

　
太
鼓
橋

　
宿
場
町
の
旅
籠
の
拠
金
に
よ
っ
て
石
造
り
の
太

鼓
橋
に
架
け
換
え
ら
れ
た
。伝
聞
で
は
飯
盛
宿
の
女

衆
の
拠
金
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
。

　
古
堤
、新
堤

　
倉
賀
野
堰
は
長
野
堰
末
流
に
あ
た
る
。下
流
地
域

で
不
足
す
る
農
業
用
水
の
溜
池
。

 
倉
賀
野
河
岸

　
江
戸
か
ら
利
根
川
、烏
川
を
経
た
終
点
の
船
着
場

と
し
て
繁
栄
。水
運
に
よ
っ
て
江
戸
へ
は
廻
米
な
ど

を
、帰
路
に
は
塩
、茶
、干
魚
な
ど
を
輸
送
し
た
。そ
の

後
、明
治
期
に
鉄
道
が
開
通
し
た
た
め
そ
の
役
目
を

終
え
た
。

　
河
岸
道

　
中
山
道
か
ら
井
戸
八
幡
宮
へ
の
参
道
を
通
っ
て

河
岸
に
至
る
道
と
、横
町
か
ら
南
へ
下
る
道
が
河
岸

道
と
い
わ
れ
て
い
る
。荷
下
ろ
し
な
ど
で
他
の
通
行

の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
道
端
が
ノ
コ
ギ
リ
状

に
な
っ
て
い
る
。

　
牛
街
道

　
河
岸
と
中
山
道
沿
い
の
問
屋
場
を
結
ぶ
河
岸
道
の

ひ
と
つ
。こ
の
名
は
荷
を
運
ぶ
牛
車
が
頻
繁
に
通
る

こ
と
に
由
来
。

　
大
杉
神
社

　
常
陸
国
阿
波（
茨
城
県
）の
大
杉
神
社
か
ら
勧
請
。

水
難
除
け
の
神
と
し
て
船
頭
た
ち
の
信
仰
を
集
め
た
。

　
大
山
家「
大
黒
屋
」（
非
公
開
）

　（
た
か
さ
き
都
市
景
観
賞
）

　
中
山
道
か
ら
の
路
地（
郷
蔵
道
）に
ナ
マ
コ
壁
を

み
せ
る
明
治
期
の
蔵
造
り
商
家
。か
つ
て
は
穀
物
商
。

　
大
山
家（
大
山
小
児
科
）（
非
公
開
）

　（
た
か
さ
き
都
市
景
観
賞
）

　
昭
和
八
年（
1
9
3
3
）、中
山
道
拡
幅
の
際
に
建
築
。

主
屋
、塀
、門
、松
、土
蔵
が
整
っ
た
景
観
を
み
せ
る
。

　
吉
野
家「
叶
屋
」（
非
公
開
）

　
か
つ
て
は
造
り
酒
屋
で
、
屋
号
が
「
叶
屋
」
。

主
屋
は
明
治
期
の
建
造
で
、正
面
に
嵌
め
ら
れ
た

連
子
格
子
が
美
し
く
、ま
た
通
り
庭
の
痕
跡
に
造
り

酒
屋
当
時
の
風
情
が
残
る
。

　
清
塚
家
（
非
公
開
）

　
主
屋
は
典
型
的
な
明
治
期
の
養
蚕
農
家
。他
に
土

蔵
、物
置
、庭
、垣
根
や
カ
シ
グ
ネ
な
ど
が
あ
り
、か

つ
て
の
農
家
の
屋
敷
構
え
が
み
ら
れ
る
。

　
平
井
家
（
非
公
開
）

　
倉
賀
野
で
は
珍
し
い
長
屋
門
か
ら
、江
戸
期
建
造

と
い
わ
れ
る
主
屋
が
望
め
る
。
周
り
に
は
土
蔵
、

裏
庭
に
井
戸
が
配
置
さ
れ
た
農
家
の
佇
ま
い
。長
屋

門
の
西
は
物
置
、東
は
馬
屋
、二
階
は
番
頭
が
使
用

し
て
い
た
。

　
安
楽
寺
（
天
台
宗
）

　「
七
仏
薬
師
さ
ま
」（
県
指
定
史
跡
）の
名
前
も
あ
る

古
刹
。薬
師
さ
ま
の
ご
開
帳
は
十
二
年
に
一
度
、巳
年
。

本
堂
の
裏
山
は
横
穴
式
石
室
の
古
墳（
県
指
定
史
跡
）。

　
永
泉
寺
（
曹
洞
宗
）

　
天
正
元
年
（
1
5
7
3
）
、
倉
賀
野
城
主
、
金
井

淡
路
守
の
開
基
。境
内
の「
幽
霊
石
」に
ま
つ
わ
る
伝

説
が
残
る
。

　
九
品
寺
（
浄
土
宗
）

　
倉
賀
野
五
郎
行
信
の
開
基
で
、倉
賀
野
氏
ゆ
か
り
の

寺
。中
世
の
善
光
寺
三
尊
像
は
市
指
定
重
要
文
化
財
。

　
養
報
寺
（
真
言
宗
）

　
本
堂
内
に「
三
十
四
体
仏
」を
祀
る
。境
内
に
鎌
倉

時
代
と
い
わ
れ
る
長
賀
寺
の
石
仏
五
体
は
市
指
定

重
要
文
化
財
。ま
た
、高
崎
の
俳
人
、村
上
鬼
城
の
句

碑
は
市
指
定
重
要
文
化
財
、句
碑
の
第
一
号
で
あ
る
。

　
林
西
寺
（
真
言
宗
）

　
永
正
十
三
年（
1
5
1
6
）、法
印
乗
傳
和
尚
開
山

の
寺
。本
尊
は
阿
弥
陀
三
尊
、境
内
の
入
り
口
に
は

馬
頭
、
清
水
、
宮
原
十
一
面
の
観
音
さ
ま
が
祀
ら

れ
る
。

　
倉
賀
野
神
社
（
本
殿

元
治
二
年（
1
8
6
5
）

　
上
棟
　
市
指
定
重
要
文
化
財
）

　
倉
賀
野
宿
と
近
隣
七
ヶ
郷
の
総
鎮
守
で
旧
社
名

飯
玉
宮
。境
内
に
、冠
稲
荷
、北
向
道
祖
神
、「
飯
塚

久
敏
と
良
寛
」の
碑
な
ど
。算
額
や
飯
盛
女
寄
進
の

玉
垣
も
あ
る
。

　
井
戸
八
幡
宮

　
正
保
三
年（
1
6
4
6
）、倉
賀
野
城
三
の
廓
跡
に

一
夜
に
し
て
出
現
し
た
井
戸
が
起
源
と
伝
え
ら
れ

る
神
社
。井
戸
は
い
ま
も
残
る
。

　
諏
訪
神
社

　
永
禄
年
間（
1
5
5
8
〜
1
5
6
9
）に
倉
賀
野

城
主
、金
井
淡
路
守
が
信
州
諏
訪
大
社
よ
り
勧
請
と

伝
え
ら
れ
る
。境
内
に
は
奉
納
相
撲
の
土
俵
が
あ
る
。

　
冠
稲
荷
（
別
名
　
三
光
寺
稲
荷
）

　
倉
賀
野
宿
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
り
、旅
籠
や
飯
盛
女

の
信
仰
を
集
め
る
。明
治
四
十
二
年（
1
9
0
9
）、

倉
賀
野
神
社
に
合
祀
さ
れ
一
度
は
廃
絶
さ
れ
た
が
、

後
に
社
殿
を
再
建
。

　
閻
魔
堂

　
江
戸
時
代
に
は
阿
弥
陀
堂
と
呼
ば
れ
、閻
魔
堂
の

呼
称
は
明
治
以
降
。閻
魔
大
王
は
地
蔵
菩
薩
の
化
身

と
い
わ
れ
、信
仰
す
れ
ば
地
獄
に
落
ち
ず
、救
わ
れ

る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
御
嶽
山

　
塔
に
は
、「
慶
応
四
年
戌
辰
正
ノ
月
吉
日
　
御
嶽

山
座
王
大
権
現
　
永
泉
主
龍
拝
書
」と
記
さ
れ
て
い

る
。こ
の
碑
に
た
つ
築
山
に
、他
に
八
基
の
文
字
碑

が
あ
る
。も
と
は
浅
間
山
古
墳
に
あ
っ
た
も
の
。

　
獅
子
頭（
田
子
屋
の
獅
子
）と
八
坂
社

　
明
治
末
頃
ま
で
八
坂
社
が
祀
ら
れ
て
い
た
。獅
子

頭
を
納
め
た
長
持
ち
に
宝
暦
七
年（
1
7
5
7
）と

あ
る
。雨
乞
い
や
疫
病
除
け
で
獅
子
が
宿
内
を
廻
る
。

 
浅
間
山
古
墳（
国
指
定
史
跡
）

 
大
鶴
巻
古
墳
（
国
指
定
史
跡
）

　
か
つ
て
は
倉
賀
野
古
墳
群
と
い
わ
れ
る
大
小
三
百

基
以
上
の
古
墳
が
存
在
し
た
。浅
間
山
古
墳
は
全
長

約
百
七
十
三
　
で
群
馬
県
第
二
位
の
大
き
さ
。大
鶴

巻
古
墳
は
全
長
約
百
二
十
三
　
。い
ず
れ
も
五
世
紀

前
半
の
築
造
と
い
わ
れ
る
前
方
後
円
墳
。円
筒
埴
輪

や
器
財
埴
輪
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。

　
倉
賀
野
城
趾

　
鎌
倉
時
代
、武
州
児
玉
党
の
流
れ
を
く
む
一
族
が

倉
賀
野
氏
を
名
の
り
、十
四
世
紀
末
に
そ
の
子
孫
が

倉
賀
野
城
を
築
城
。戦
国
期
、上
杉
、武
田
、後
北
条

の
勢
力
の
狭
間
で
、天
正
十
八
年（
1
5
9
0
）、豊
臣

秀
吉
の
小
田
原
攻
め
の
際
に
陥
落
。現
在
、雁
公
園

に
城
趾
碑
が
あ
る
。

　
道
し
る
べ

　
倉
賀
野
公
民
館
前
に
立
つ
。正
面
に「
左
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
道
」、右
手
に「
向

倉
賀
野
停
車
場
線
」、裏

面
に「
倉
賀
野
町
役
場

倉
賀
野
尋
常
高
等
小
学
校

道
」と
あ
る
。以
前
は
中
山
道
と
山
名
道
の
交
差
点

北
東
隅
に
立
つ
。

メ
ー

ト
ル

メ
ー

ト
ル


